
  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 鹿児島大学 

設置者名 国立大学法人 鹿児島大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/zaimu.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/zaimu.html 

財産目録 国立大学法人のため非該当 

事業報告書 https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/zaimu.html 

監事による監査報告（書） https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/zaimu.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/R6_jikotenkenhyokahokokusyo.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/R3ninsyo_hyoukahoukokusyo.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
 

学部等名 法文学部法経社会学科  

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-
u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

文系総合学部として、人文社会科学に関する基礎的体系的な知識の  

修得と、学問分野を横断した幅広い知識の修得を通して、人と社会、  

人と文化に関する論理的・科学的な思考力・判断力・表現力を育み、  

幅広い視野の下で身につけた人文社会科学の素養を地域の問題発見と  

課題解決に活用できる人材を育成することを目的とする。  

 

 社会科学に関する基礎的体系的な知識の修得と、学問分野を横断し  

た幅広い知識の修得を通して、人と社会に関する論理的・科学的な思  

考力・判断力・表現力を育み、幅広い視野の下で身につけた社会科学  

の素養を地域の問題発見と課題解決に積極的に活用できる人材を育成  

することを目的とする。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2026/03/shugakutebiki_r8.pdf#page=6 ） 

（概要） 

⑴  （汎用力）法学，社会学，経済学を中心とした社会科学全般に関する基礎的知

識と理系を含む学問分野を横断した幅広い知識を修得して，総合的な観察力を

身につけている。 

 ⑵ （思考力）社会科学的手法に基づいて，地域社会や国際社会における諸課題を

解決するための論理的かつ科学的思考力を身につけている。 

 ⑶ （判断力）社会科学の知識と手法を踏まえ，地域社会や国際社会の諸課題を適

切に解決できる判断力を身につけている。 

 ⑷ （表現力）社会科学の知識を活用した論理的な思考によって自らの考えをまと

め，これを他者にわかりやすく説明できる表現力を身につけている。 

 ⑸ （総合的実践力）社会現象の中から解決すべき課題を発見し，多様な考えや視

点を踏まえつつ，課題解決に向けたファシリテーション能力を備えるとともに，

南九州を中心とした地域社会またはアジアを中心とした国際社会の発展に積極

的に貢献する「進取の精神」を身につけている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2026/03/shugakutebiki_r8.pdf#page=4 ） 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

（概要） 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成 

 ⑴ 大学で学ぶ意味や学習の方法を理解し，他者とのコミュニケーションや情報処

理など基本的なスキルを身につけさせるために，１年次から共通教育科目や法文

スタンダード科目を配置し，これらを履修させます。また，これらの科目を履修

させることにより，市民生活で必要な教養や規範を広く身につけ，社会に対する

洞察力などを培い，将来社会人となる自己の人生設計について考える場を提供し

ます。 

 ⑵ 社会科学の諸分野について幅広く理解し，各コースの専門分野を学ぶ基礎的な

方法を身につけさせるために，１年次に，基礎領域の学科共通科目（必修）とし

て，「社会科学基礎」および「社会科学基礎演習」を配置します。また，基礎領域

の学科共通基礎科目（選択必修）として，法学，社会学，経済学に関する基礎科

目を配置し，社会科学の幅広い分野の基礎科目を履修させます。 

  ⑶ 各コースの専門分野の知識を系統的に修得させるとともに，地域社会や国際社

会の諸課題を適切に解決できる能力を涵養するために，活用領域および実践領域

に配置された専門科目（選択科目）を，主に２年次から学年進行にあわせて段階

的にこれを履修させます。 

⑷ 就職など卒業後の進路を自ら探求することができるように，学部共通の法文ア

ドバンスト科目に配置されているキャリア関連科目や地域関連科目などを履修さ

せます。 

共通教育科目を幅広く履修させるとともに，専門科目を体系的に履修させるこ

とにより，社会の様々な場で活躍できる対応力をもった職業人としての基礎的な

能力を身につけさせます。 

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施 

 ⑴ 社会科学に関する知識・能力を育むため，授業科目を三領域に区分して年次配

置を行うとともに，学生に対してカリキュラム・マップを提示することにより，

卒業までの履修期間における体系的効果的な学修を促す教育を行う。 

 ⑵ 地域社会や国際社会に貢献できる市民を育成するため，学際的実践的な知識・

能力を習得できる科目群を配置し，学生の自主的な学修を促す教育を行います。 

 

３．厳格な成績評価の実現 

評価の客親性及び厳格性を確保するため、明確な成績評価方法と基準を策定する

とともに、学生に対して成績評価基準をあらかじめ明示し、当該基準に基づき厳格

な評価を行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2025/07/250716admission01-ippan.pdf#page=2 ） 

（概要） 

求める人材像  

(1) 社会科学の幅広い知識の修得を目指している人  

(2) 地域社会や国際社会における問題発見と，その問題解決に関心  

のある人  

(3) 社会の抱える問題に強い関心をもち，主体的に学習する姿勢  

をもっている人  

 

 

学部等名 法文学部人文学科 



  

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-
u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

文系総合学部として、人文社会科学に関する基礎的体系的な知識  

の修得と、学問分野を横断した幅広い知識の修得を通して、人と社  

会、人と文化に関する論理的・科学的な思考力・判断力・表現力を  

育み、幅広い視野の下で身につけた人文社会科学の素養を地域の問  

題発見と課題解決に活用できる人材を育成することを目的とする。  

 

人文科学に関する基礎的体系的な知識の修得と、学問を横断した  

幅広い知識の修得を通して、人と文化に関する論理的・科学的な思  

考力・判断力・表現力を育み、幅広い視野の下で身につけた人文科  

学の素養を地域の問題発見と課題解決に活用できる人材を養成する  

ことを目的とする。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2026/03/shugakutebiki_r8.pdf#page=9 ） 

（概要） 

⑴ 人文科学の各学問分野を学ぶための総合的な見方と基礎的知識を備え，理系を

含む学問分野を横断した幅広い知識を習得している。 

 ⑵ 人と文化に関する論理的・科学的思考力を身につけている。 

 ⑶ 人文科学の知識を踏まえ，地域社会や国際社会における諸課題を適切に解決す

るための判断力を身につけている。 

 ⑷ 人文科学的知識を踏まえ，自らの考えを明解に伝えるプレゼンテーション力と，

多様な考えや視点を理解し，協調できるコミュニケーション力を身につけている。 

 ⑸ 南九州特有の歴史・文化・環境や高度な専門的職業につながる分野についての

知識を習得し，現場を熟知し，他者と協働し実践できる能力を備え，職場，地域

社会および国際社会に積極的に貢献する「進取の精神」を身につけている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2026/03/shugakutebiki_r8.pdf #page=8 ） 

（概要） 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成 

 ⑴ 人文学科では，人文学科の多様な専門領域に関する知識・技能を基礎から応用

へと段階的に学ぶとともに，そこで得た広く深い知識・技能を，社会に生かす実

践力まで高めるため，「基礎」「活用」「実践」の三つの領域に区分して教育プロ

グラムを構成します。 

 ⑵ １，２年次の「基礎」領域には，人文科学の各領域を学ぶ上で必須とされる基

礎的科目を配置し，基礎的な知識・技能を習得させるとともに，論理的・科学的

思考力を養成します。 

 ⑶ ２，３年次の「活用」領域には，人文学科の各領域に関する講義・演習・実習・

実験等の科目を配置し，高度な幅広い知識・技能を獲得するとともに，地域社会

や国際社会における諸課題を適切に解決するための判断力・プレゼンテーション

力・コミュニケーション力の育成を図ります。また，複数のカリキュラム に基づ

く履修モデルを学生に呈示することで，将来のキャリアを見据えた科目履修を促

します。 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

 ⑷ ３，４年次の「実践」領域には，卒業論文や実際の現場での活動を含む実習科

目を配置し，人文科学の諸知識を適切に生かして地域社会や国際社会に貢献する

ための総合的実践力と協調的コミュニケーション力 の完成を目指します。 

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施 

 ⑴ 人文学科の多様な専門領域に関する知識・技能を育むため，授業科目を三領

域に区分して年次配置を行うとともに，学生に対してカリキュラム・マップを

呈示することにより，卒業までの履修期間における体系的効果的な学修を促す

教育を行います。 

 ⑵ 地域社会や国際社会に貢献できる市民を育成するため，学際的実践的な知

識・能力を習得できる科目群を配置し，学生の自主的な学修を促す教育を行い

ます。 

 

 ３．厳格な成績評価の実現 

  評価の客観性及び厳格性を確保するため，明確な成績評価方法と基準を策定す

るとともに，学生に対して成績評価基準をあらかじめ明示し，当該基準に基づき

厳格な評価を行います 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://kadai-houbun.jp/engine/wp-
content/uploads/2025/07/250716admission01-ippan.pdf#page=4 ） 

（概要） 

求める人材像  

(1) 日本を含む世界各地の文化･歴史･環境や人間の心と行動につい  

て学ぶ強い意欲を持つ人  

(2) 学習する上で必要となる言語能力や思考力，および基礎的学力  

を備えている人  

(3) 批判的分析力を身につけている人  

(4) 社会や歴史，思想，文化，環境，科学に関する基礎知識を幅広  

く習得している人  

(5) 事象を論理的に考察し数理的に処理する能力を備えている人  

 

 

 

学部等名 教育学部学校教育教員養成課程 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

現実の教育課題の解決はもとより、現在そして未来の「教育」に貢  

献できる優れた人材の養成を目的とする。  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/education/260401_kyoikugakubu_3policy.pdf 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

（概要） 

鹿児島大学教育学部は、全学の学位授与の方針及び教育学部の教育  

目標に鑑み、以下の能力を身につけ、所定の単位を修得した者に学士  

の学位を授与します。  

1. 教育に関する明確な課題意識のもと、理論と実践を結びつけた  

主体的な学修を展開することができる能力  

2. 教育に関する豊かな知識とともに、各分野の専門的知識を修得  

し、教育実践に活用できる能力  

3. 教育活動において求められる高度な専門的技能と確かな実践

力、豊かな人間性と倫理観・コミュニケーション力を有し、地域

の教育に貢献できる能力  

4. 教育に関する多様な現代的諸課題について、幅広い視座から考  

察するとともに、将来の課題の発見・探究・解決を志向し続ける

ことができる能力  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/education/260401_kyoikugakubu_3policy.pdf 

（概要） 

鹿児島大学教育学部は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を実  

行、達成するために、以下のような方針で教育課程（カリキュラム）を

編成、実施します。  

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成 

➀学士課程の到達目標の実現に向けて、共通教育から卒業論文に至

るまで、豊かな人間性と倫理観及び論理的思考力を育む専門的かつ

体系的なカリキュラムを編成します。  

➁教育現場において各専門分野の専門性を活かして行動できるよ

う、多様な演習科目を配置します。  

③教育に関する諸課題を幅広く考察して自ら発見・探究・解決する

能力や実践的指導力、コミュニケーション力を育成するために、実

践的科目群を配置します。  

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

 学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・目  

標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を行

います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/education/ac3d0c9c2bc3a70f5a8f66c081181977d5ca48b6.pd

f） 

（概要） 

求める人材像  

 「学校教育を取り巻く諸課題に対して、理論的かつ実践的に探究す

ることのできる高度な専門性と豊かな人間性を備えた教員」の育成を

目的としています。このようなことから、次のような人を求めていま



  

す。  

 ・幼稚園、小学校、中学校、高等学校や特別支援学校等の教員に  

  なりたいという志望が強く明確な人  

  ・入学後に修める専門的な知識・技能を身につけるのに必要とされる基礎的な 

能力を備えている人 

  ・教員になるための専門的な学習や実習等に積極的に取り組む意欲

が旺盛な人  

・児童・生徒や周囲の人々とのコミュニケーションを豊かに保とう

とする意欲をもつ人  

・自分の人間性を高めるために、たゆまず持続的に努力する人  

 
 

 

学部等名 理学部理学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyoikujyounomokutekigakubu.pdf ） 

（概要） 

自然に潜む真理を探究し、物事の原理を基礎から理解し、「理学」を  

楽しめる学生を育成することを目的とする。  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://sci-kagoshima-univ.jp/about/ ） 

（概要） 

 全学の学位授与の方針及び理学部の教育目標に鑑み、以下の能力を身に付け、所

定の単位を修得した者に学士の学位を授与します。 

1. 理学分野の諸課題に対して、高い倫理観を持って、グローバルな視点から多

面的・俯瞰的に考える能力 

2. 理学的視点からの調査力・分析力及び課題発見能力 

3. 専門分野の知識・学力と幅広い知識に基づく柔軟な理学的発想力（シーズか

ら の発想力）を備え、自律的で実践的な課題解決能力 

4. コミュニケーション能力を備え、専門分野以外を含め他者と協働する能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://sci-kagoshima-univ.jp/about/ ） 

（概要） 

学位授与の方針に掲げる能力を備えた人材を育成するために、以下に示す

方針に基づいて、教育課程（カリキュラム）を編成します。 

 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成 

  ➀主として初年次教育科目、学際教育科目、グローバル教育科目、自然

科学科目、人文社会科学科目等を学ぶことにより、グローバルな視点から俯

瞰的に考えるための幅広い教養と国際感覚を身に付けます。 

 ➁理学部共通科目等を学ぶことにより、理学における基礎知識を分野横断的に修

得し、理学分野の諸課題に対する幅広い知識と多面的に考える力を身に付けます。 

③各プログラムが開講する専門科目等を学ぶことにより、各専門分野における高

度な知識や思考力、実験法を修得し、理学的視点からの調査力・分析力及び課題発

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyoikujyounomokutekigakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyoikujyounomokutekigakubu.pdf
https://sci-kagoshima-univ.jp/about/
https://sci-kagoshima-univ.jp/about/


  

見能力を身に付けます。 

④各プログラムが開講する特別研究、特別演習、論文講読を通じて、自律的で実

践的な課題解決能力と柔軟な理学的発想力を養い、高い倫理観、コミュニケーシ

ョン能力、及び他者と協働する能力を身に付けます。 

➄資格科目等を学ぶことにより、教員や学芸員などの資格が取得できます。 

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

 学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・目  

標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を行 

  います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://sci-kagoshima-univ.jp/admissions/ ） 

（概要） 

求める人材像  

(1) 自然科学に関する基礎的な知識と理解力を備えており、数学と

理科に高い学力を有する人  

(2) 課題の発見と解決に積極的に取り組み、知的好奇心や探究心の

旺盛な人  

(3) 広い学問的視野と適応性を兼ね備えて、自然と調和の取れた科

学の発展に貢献できる人  

 

 

 

学部等名 医学部医学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

全人的医療を実践しうる医療人の育成並びに独創的研究を行える研

究者及び優れた指導者の育成を目的とする。  

 

  人を尊重し、人と地域社会のため最善の医療を実践する優れた臨床

医並びに科学的思考力を有し、生涯学習し、医学、医療及び社会の発

展に貢献する医師及び医学研究者の養成を目的とする。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~med/education-of-

medicine/three-policy/ ） 

（概要） 

学生は卒業時に次の能力を修得していること   

１．知識  

医学、医療、それに関連する自然科学、人文・社会科学、経済学の

知識を修得して、実践に応用することができる（以下の能力を示すこ

とによって、この能力を修得しているとする）  

https://sci-kagoshima-univ.jp/admissions/
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

ａ . 知識を実践に応用することができる  

ｂ . 学問体系、専門領域を超えて、幅広い知識を医学、医療、社会

の発展に活用  

することができる  

ｃ . 必要とする最新の情報を収集し、適切に選択して利用するこ  

とができる  

 

２．診療の実践  

基本的臨床能力を有し、患者中心のチーム医療を熱意と責任をも  

って安全に実践できる  

ａ . 常に利他的な態度を示し、心理社会背景を含む患者の抱える  

  問題を包括的に理解して支援し、患者を尊重した医療の推進が  

  できる  

ｂ .  基本的診療手技とコミュニケーション技能を身につけ、患者  

  及びその家族の声をよく聞き、良好な対人関係を築いて診療を  

  行うことができる  

ⅰ . 患者から情報収集を行い、データを解釈して頻度の高い疾  

患の診断を行い、診療方針を計画することができる  

ⅱ . 基本的検査・治療手技を実施することができる  

ⅲ . 診療録の記載と症例提示を実施し、医療情報を適切に取り  

扱うことができる  

ⅳ . インフォームドコンセントに基づく患者自らによる意思  

決定の支援と患者教育を行うことができる  

ｃ . 医療チームのメンバーと互いを尊重したコミュニケーション  

を図り、チームの機能を高めるためにリーダー及びメンバーと

しての自分の役割を果たして、安全な医療を実践できる  

ｄ . 医療の実践に必要な知識や技能を修得することが医師として  

の責務であることを理解し、実行できる  

 

３．地域社会  

高い倫理観と社会性に基づいて、地域及び国際社会における自分  

の役割を認識することができる  

ａ . 地域医療に参加し、基本的な初期診療を実施できる  

b. 離島・へき地を含む地域医療、先端医療、保健・福祉制度の  

それぞれの機能と連携を理解し、医師の果たす役割を自覚し、 

行動できる  

ｃ . 医療資源の適切な分配をふまえた倫理的な最善の医療の選択  

ができる  

ｄ . 個人、家族、地域、文化圏、国際社会における疾患・医療・社  

会・人の多様性を理解し、最新の情報に基づく適切な対応がで

きる  

 

４．研究発展  

基礎・臨床・社会医学における研究を体験し、研究の重要性と必  

要性を認識する  

ａ . 課題を発見して、論理的、批判的に考え、探求し、問題解決  

する自己主導型学習を行うことができる  

b.  研究の計画と実施、結果の解析とまとめ、発表、倫理的対応  

を理解する  



  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~med/education-of-

medicine/three-policy/ ） 

（概要） 

１．優れた問題解決能力を有した臨床医および医学研究者の育成を  

はかるために、統合型カリキュラムによる段階的、一貫教育を行  

います。  

 

２．鹿児島の医療圏の特徴を生かし、地域医療を教育の様々な段階  

で取り入れた教育プログラムで学習します。  

 

３．講義、実習に加え、入学時より少人数での統合型学習、自己主  

導型学習により、学生は課題の発見、情報の収集、知識の応用と  

科学的な思考による問題解決を学びます。  

 

４．学生は患者とのふれあい、シミュレーションを用いた臨床技能  

の実習、大学病院や離島を含む様々な医療現場での体験、医療者  

の一員として行動する臨床実習を通して、実践的応用力と医師に  

求められている人間性や責任感を修得します。  

 

５．臨床医、研究者を問わず必要である論理的な思考に基づく問題  

解決能力、課題探究心を育むべく研究体験も行います。  

   

６．各段階で学習成果を評価して学習を支援し、実技試験を含む総  

合的評価を行います。  

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~med/education-of-

medicine/three-policy/ ） 

（概要） 

求める人材像  

 

【一般選抜・学校推薦型選抜・私費外国人学部留学生選抜・国際バカロ

レア選抜】  

高校で学ぶ理科，数学，外国語，国語，社会，情報の基礎学力と学

校と社会生活の中で養った資質として，  

(1) 自然界や人間社会についての幅広い基礎学力と問題解決力  

(2) 医療や医学，生命科学などに対する関心  

(3) 地域／グローバル社会への関心と社会に貢献する意欲  

(4) 互いを尊重し，思いやりいたわる心  

(5) 話を正確に聞き，自分の意見を論理的に伝える能力  

(6) 学習意欲があり，自主的に学習する力と習慣  

(7) AIなどの革新的技術に柔軟かつ適切に対応する意欲  

 

を備えている人  

 

【第 2 年次学士編入学試験】  

豊かな人間性と高い倫理観、医療人としての適性をそなえた、多様



  

な専門能力を有する大学卒業者で、  

(1) 自然界や人間社会についての幅広い基礎学力と問題解決力  

(2) 医療や医学、生命科学などに対する関心  

(3) 地域／グローバル社会への関心と社会に貢献する意欲  

(4) 互いを尊重し、思いやりいたわる心  

(5) 話を正確に聞き、自分の意見を論理的に伝える能力  

(6) 学習意欲があり、自主的に学習する力と習慣  

(7) AI などの革新的技術に柔軟かつ適切に対応する意欲  

 

を備えている人  

 

 

 

学部等名 医学部保健学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

全人的医療を実践しうる医療人の育成並びに独創的研究を行える研  

究者及び優れた指導者の育成を目的とする。  

 

豊かな倫理性を背景として、科学的思考力と他者に対する想像力に

富み、患者と地域社会に貢献できる医療を実践するための思考力、判

断力及び積極的実行力を有する看護師、理学療法士及び作業療法士の

養成を目的とする。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~health/about/policy/ ） 

（概要） 

学生は卒業時に次の能力を修得していること  

１．豊かな人間性とグローバルな視野を持ち、何事にも率先して取り  

組む積極性とリーダーシップを有している  

２．医療・保健・福祉のニーズに柔軟に対応でき、地域に貢献できる  

能力を有している  

３．看護学・理学療法学・作業療法学における専門的な知識・技術と  

態度を身につけている  

４．医療チームの一員に求められるコミュニケーション能力を有し、  

他の職種と協力して問題を解決することができる  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~health/about/policy/ ） 

（概要） 

１．豊かな人間性と社会性、医療人に必要な倫理観や国際的視野を養

い、自主性と創造性に富んだ人材を育成するために、共通教育科目

と専門科目を効果的に配置します。  

２．医療に対する十分な知識と秀れた技術を修得させるため、基礎か

ら応用・発展的な科目を配置します。  

３．医療の諸課題に柔軟に対応できる思考力と的確な判断力を養うた

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

めの科目を配置します。  

４．チーム医療を実践するうえで必要な協調性やコミュニケーション

能力等を涵養する科目を設けます。  

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~health/about/policy/ ） 

（概要） 

学科の求める人材像  

１．保健学科の教育目標を理解し、それを実現できる基礎学力をそなえ、医療専門 

職への強い意欲のある人 

２．社会や人々の価値観の多様性を理解し、相手や状況に合わせたコミュニケーシ 

ョンをはかる態度がある人 

 ３．チームワークにおいて、協調性や責任感の必要性を認識している人 

 ４．地域社会や国際社会に関心をもち、保健・医療・福祉の課題解決に貢献する意欲 

   のある人 

５．情報化社会に対応し、多様な情報を科学的に検証し、保健学の発展を目指す人 

 

 

 

学部等名 歯学部歯学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

「歯科医療人である前に良識豊かな人間であれ」という理念のもと

に、次に掲げる教育目標を達成する。  

 (1) 全人的歯科医療を実践しうる歯学分野における幅広い知識と創

造性に富む歯科医師及び歯科医学教育者・研究者の育成  

 (2) 地域医療に貢献しうる幅広い識見と人間性豊かな使命感にあふ

れる歯科医師及び歯科医学教育者・研究者の育成  

(3) 国際社会においても卓越した貢献をなしうる歯科医師及び歯科  

医学教育者・研究者の育成  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/eoplcmnm.html# ） 

（概要） 

１．良識豊かな人間性を身につけ、患者、患者家族、医療チーム構成  

員を尊重し、適切なコミュニケーション能力を持って医療を実践す  

るとともに、歯科医師としての職責を認識することができる能力  

 

２．歯科を中心とした医療の基盤を構成する基礎、臨床の各領域とと  

もに、自然科学、人文社会学分野を含めた幅広い知識を有し、必要  

に応じて応用することができる能力  

 

３．全身的、精神的、社会的状況に配慮した、安全で効果的かつ合理  

的な患者中心の歯科医療を実践することができる能力  

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

 

４．離島を含めた地域および国際社会における歯科医療の多様性を理  

解し、地域、国際社会において幅広く活動する素養を身につけると  

ともに、歯科医学、医療の社会的役割を理解することができる能力  

 

５．生涯にわたって自己研鑽に取り組むための基礎となる、自らの行  

動を論理的、批判的に振り返ることができる能力  

 

６．歯科医学における研究の重要性を認識し、各種情報を正しく評価  

するとともに、創造性に富む素養を身につけ、新たな情報を生み出  

すことができる能力  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/eoplcmnm.html#i ） 

（概要） 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

➀卒業時の到達目標を達成するために、統合的かつ段階的な一貫教

育を構築します。  

➁地域および国際社会における多様な医療ニーズに対応できる能力

の修得をめざし、学習者主体の能動的な教育を重視します。  

③医療人の基礎となるコミュニケーション能力、倫理観、プロフェ

ッショナリズムに関する教育を学年横断的に実施します。  

④医療者に求められる臨床能力の修得をめざし、基礎と臨床を統合

した教育を実施します。  

➄鹿児島の独自性を活かした地域志向教育、地域および離島医療教

育を学年横断的に実施します。  

⑥論理的思考に基づく問題解決能力、科学的探究心を醸成します。  

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

  学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・  

 目標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３． 厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を 

   行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/eoplcmnm.html#i ） 

（概要） 

１．求める人材像  

生命への強い関心、人間としてのモラル、奉仕精神にあふれる人  

歯科医学の知識や技能を十分理解・修得できる基礎学力のある人  

歯科医療に情報科学技術を活用するための基礎的素養を備える人  

歯科医学に興味を持ち、科学的探究心の豊かな人  

幅広い視野と柔軟な感性を持ち、常に考え行動する資質のある人  

歯科医療人として社会に貢献しようとする強い意欲を持つ人  

さらに、学校推薦型選抜Ⅱ、総合型選抜（自己推薦型選抜）による  

入学者として、歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を  

持つ人を望んでいます。  

 



  

２．入学前に身につけておいて欲しいこと  

高等学校の国語、数学、理科、地歴、公民、英語、情報などの幅広い

基礎学力のほか、特に数学、理科、英語の高い知識・能力。  

 

３．入学者選抜の基本方針  

・ 一般選抜前期日程：大学入学共通テストの成績で幅広い基礎学力が  

身についているかを評価します。  

個別学力検査 (英語・数学・理科 )で歯学部専門科目の学修への適性  

を評価します。面接検査で生命科学・歯科医学への意欲・関心、医  

療人としての適性等を評価します。  

 

• 一般選抜後期日程：大学入学共通テストの成績で幅広い基礎学力が  

身についているかを評価します。面接検査で生命科学・歯科医学へ  

の意欲・関心、医療人としての適性等を評価します。  

• 学校推薦型選抜Ⅱ：大学入学共通テストの成績で幅広い基礎学力が  

身についているかを評価します。調査書及び面接検査で生命科学・  

歯科医学への意欲・関心、医療人としての適性等を評価します。  

・ 総合型選抜 (自己推薦型選抜 )：大学入学共通テストの成績で幅広い  

 基礎学力が身についているかを評価します。講義型試験で思考力・  

判断力・理解力・文章表現力を評価します。自己推薦書及び面接検  

査で生命科学・歯科医学への意欲・関心、医療人としての適性等を  

評価します。  

・  私費外国人学部留学生選抜： TOEFL iBT または  TOEIC L&R のスコ  

 アで英語によるコミュニケーション能力を評価します。  

日本留学試験 (日本語・理科・数学 )で歯学部専門科目の学修への適  

性を評価します。面接検査で日本語によるコミュニケーション能力、 

生命科学・歯科医学への意欲・関心、医療人としての適性等を評価  

します。  

・ 国際バカロレア選抜：書類審査 (国際バカロレア資格証書のスコア ) 

 で基礎学力と歯学部専門教育を修める適性を評価します。  

面接検査で生命科学・歯科医学への意欲・関心、医療人としての適  

性等を評価します  

 

 

学部等名 工学部先進工学科  

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

工学を支える新技術を創成でき、国際的視野を持った技術者の育  

成機関となる努力を続け、広い視野と工学的デザイン能力を培う教  

育を推進し、科学技術の発展に寄与するための研究活動に取り組む  

こと、さらに、地域社会との連携に励み、世界に開かれた学部であ  

ることを目的とする。  

 

  学部の目的を達成するため、次に掲げる人材の育成を目標とする。  

  (1) 倫理観、価値観に対する理解を深め、多様な文化・社会・自  

然の係わり・工学関連分野全体を総合的に把握し、専門領域を

超える諸課題に挑戦することができる能力を有する人材  

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

  (2) 工学基盤及び各専門分野における体系的学修、分野を横断す

る学際的学修により、知識活用力、論理的思考力、課題探究

力、問題解決力、情報発信力、コミュニケーション力、生涯学

習力、創造的思考力、就業力等を、地域社会及び国際社会にお

いて発揮できる能力を有する人材  

 

 先進工学科の人材育成の目的について、次の各号に定める。 

(1) 専門分野の基礎知識を体系的に修得すると共に、複数分野の

融合領域を把握することによる、イノベーション創出のための

基盤的な理解力、創造的試行力を有する人材を育成する。  

(2) 高度情報化社会を生き抜くための情報基盤力を有する人材を

育成する。  

(3) 工学分野全体を把握し、幅広い視野で諸課題に挑戦し問題解

決する能力を有する人材を育成する。  

(4) 技術者の使命感と倫理観を持って地域社会及び国際社会にお

いて活躍し続けるためのコミュニケーション力、デザイン力、

実社会における課題解決能力を有する人材を育成する。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_adv/ ） 

（概要） 

鹿児島大学工学部先進工学科は、全学と工学部の学位授与の方針及び先進工

学科の教育目標に鑑み、以下の能力を備え、所定の単位を修得したものに学士

の学位を授与します。 

１．技術者の使命感と倫理観を持って工学の諸課題に挑戦する能力 

２．工学分野全体を把握し、幅広い視野で諸課題を解決する能力 

３．専門分野の基礎知識を体系的に修得することによる基礎的学力、論理的思 

考力 

４．複数分野の融合領域を修得することによる、イノベーション創出のための

先進性を培う創造的思考力 

５．高度情報化社会を生き抜くための情報基盤力 

６．地域社会及び国際社会において活躍し続けるためのコミュニケーション

力、デザイン力、生涯学習力 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_adv/ ） 

（概要） 

鹿児島大学工学部先進工学科は、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を

備えた人材を育成するため、以下に示す方針に基づいて、教育課程（カリ

キュラム）を編成のうえ、実施します。 

 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

1.  (1)幅広い視野と多様な価値観を育み豊かな人間性と倫理観を修得するための 

2.   教養教育を実施します。 

3.  (2)各専門分野の基礎から応用までの理論・技能を修得し発展させるための専 

4.   門分野の基礎・基盤を修得する教育を実施します。 

5.  (3)複数分野の融合教育を推進することにより、イノベーション創出のための 

6.   基礎的学力、創造的思考力を修得する教育を実施します。 

7.  (4)工学分野全体を把握し、幅広い視野で諸課題に挑戦するための教育を実施 



  

8.   します。 

9.  (5)高度情報化社会を生き抜くための情報基盤としての数理・データサイエン 

10.   ス基礎力を修得する教育を実施します。 

11.  (6)継続的に地域・国際社会で活躍するための就業力、コミュニケーション能 

12.   力、デザイン力、実社会における課題解決能力を身につける教育を実施し 

13.   ます。 

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

  学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・ 

 目標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を 

   行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_adv/ ） 

（概要） 

求める人材像  

  先進工学科は、本学科の教育目標に共感できる次のような人を、国内外か

ら広く求めています。 

•   １．工学専門分野を修得できる基礎学力を有し、主体的に学修する意欲が 

•    ある人 

•   ２．イノベーション創出のための技術開発に挑戦したいという情熱を持っ 

•    ている人 

•   ３．工学のものづくりに興味を持ち、創造力、技術力で地域社会や国際社 

•    会に貢献する夢をもつ人 

•   ４．自ら考え、主体的に学修する目的意識を有する人 

 

 

 

学部等名 工学部建築学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf） 

（概要） 

工学を支える新技術を創成でき、国際的視野を持った技術者の育  

成機関となる努力を続け、広い視野と工学的デザイン能力を培う教  

育を推進し、科学技術の発展に寄与するための研究活動に取り組む  

こと、さらに、地域社会との連携に励み、世界に開かれた学部であ  

ることを目的とする。  

 

  学部の目的を達成するため、次に掲げる人材の育成を目標とする。  

  (1) 倫理観、価値観に対する理解を深め、多様な文化・社会・自  

然の係わり・工学関連分野全体を総合的に把握し、専門領域を

超える諸課題に挑戦することができる能力を有する人材  

  (2) 工学基盤及び各専門分野における体系的学修、分野を横断す

る学際的学修により、知識活用力、論理的思考力、課題探究

力、問題解決力、情報発信力、コミュニケーション力、生涯学



  

習力、創造的思考力、就業力等を、地域社会及び国際社会にお

いて発揮できる能力を有する人材  

 

 建築学科の人材育成の目的について、次の各号に定める。 

(1) 人類の建築文化の遺産を継承し、地球環境の保全に配慮しな

がら、建築空間と生活環境の創造に貢献できる人材を育成する。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_aae/ ） 

（概要） 

建築学科では、全学の学位授与の方針及び工学部の教育目標に鑑み、当

学科のカリキュラムに沿って各教育目標を達成し、以下の能力を身につ

け、所定の単位を修得した者に学士の学位を授与します。 

1.    １．建築技術者としての使命感と倫理観を持ち、幅広い視野に立って多 

2.     面的に建築を考えることができる能力 

3.    ２．建築における基本的な考え方を理解し、工学技術と人文社会科学・ 

4.     芸術の知識を応用することができる総合力 

5.    ３．新しい建築文化や建築技術の創造へつながる自主的・継続的学習能 

6.     力及びエンジニアリング・デザイン能力（必ずしも正解の無い複合的 

7.     な課題に対して、創造的かつ効果的な解決策を提示できる能力） 

8.    ４．地域社会及び国際社会の建築に関する場で活動できる情報発信力、 

9.     コミュニケーション力、及びチームで仕事をすることができる能力 

10.  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_aae/ ） 

（概要） 

ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を備えた人材を育成するため、以下に

示す方針に基づいて、教育課程（カリキュラム）を編成のうえ、実施しま

す。また、カリキュラムマップを別表に示します。 

 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

(1)建築技術者としての使命感と倫理観を持ち、幅広い視野に立って多面的に建築

を考えることができる能力を養成する科目を配置します。 

(2)建築分野の基礎から応用までの理論・技能を修得し発展させるための汎用的な

専門能力を得させるため基盤教育、専門教育を配置します。 

(3)建築における基本的な考え方を理解し、工学技術と人文社会科学・芸術の知識

を応用することができる総合力を養成する科目を配置します。 

(4)新しい建築文化や建築技術の創造へつながる自主的・継続的学習能力及びエン

ジニアリング・デザイン能力（必ずしも正解の無い複合的な課題に対して、創造

的かつ効果的な解決策を提示できる能力）を養成する科目を配置します。 

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

  学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・  

 目標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を 

   行います。 

 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.eng.kagoshima-u.ac.jp/faculty/goal/policy_aae/ ） 

（概要） 

求める人材像  

建築の役割は、個々の建物から都市までを対象として、学術と技術と芸術

の 3 つの面を融合して、人々に快適な空間を創造することです。建築学科で

は、国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語に関する基礎学力を有し、

建築と科学及び芸術と社会の広い分野に関心を持つ次のような学生を求めて

います。 

•   １．建築を造りたいという情熱を持っている人 

•   ２．建築に関する自然科学・人文社会科学・芸術の分野に幅広く関心を持 

•    ち、自らの強みを活かし主体的に学修する意欲がある人 

•   ３．建築と人間や社会、環境との関係に興味がある人 

•   ４．建築デザインの分野で素養を活かしたいと考えている人 

•   ５．安全で美しく快適な建築を造る技術に関心のある人 

•   ６．建築士などの資格を取得し、地域社会や国際社会に貢献する夢をもつ 

人 

 

 

学部等名 農学部農学科  

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

多様な自然環境と生物資源に恵まれた鹿児島の地域特性を活かした主体性重視の

実践教育及び分野横断型農学 DX 教育により、我が国の持続可能な農林食産業の発

展と地域の課題解決に農学総合力と専門性を持って果敢に取り組み、新時代を自ら

切り拓くことができる人材の育成を目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

１．グローバルな視点を持ち地域の農林業及び食品・生命科学関連産業を取り巻く

様々な課題に積極性・主体性・協調性をもって果敢に取り組むことができる能力。 

２．農林業及び食品・生命科学関連産業に関する専門的な知識を有し、多様なコミ

ュニケーション能力を備え、他者と協働する能力。 

３．関連産業が直面する課題を俯瞰的に捉え、専門知識と先進技術を駆使し、持続

可能な農林業及び食品・生命科学関連産業の発展、地域社会の課題解決に貢献す

ることができる能力。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：  

https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

①  １年次では、共通教育科目を中心に履修させ、幅広い教養を身

に付けることを目指し、フィールド基礎実習や産業体験をはじめ

とする、農学専門領域の学修動機付けへの寄与を目的とした導入

的な科目を配置します。  

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

②  １年次から２年次にかけてプログラム分けを行い、プログラム

ごとの特色ある講義科目により、基礎的な理解度を向上させる教

育を行います。  

③  ２年次から３年次にかけて、応用的な専門教育を行うために、

指導教員への配属を行います。 充実した卒業研究を遂行するため

に、本学部の特徴であるフィールドトレーニング（実験、実習）に

より、実践力の向上をめざす科目を配置します。  

④  ３年次から４年次にかけて、教員による、より密接な指導や学

生間のコミュニケーションと相互指導により課題に取り組みなが

ら、問題解決能力を養う科目を配置します。  

⑤  学生本人が主体的かつ積極的に自身の進路や将来目標の達成を

見据えたカリキュラムを編成できるように、１年次から２年次に

かけてキャリア教育科目を配置します。 修学中は定期的にキャリ

アマップの作成・修正と学修の振り返りを行い、常に学修意義を

認識できる教育を行います。  

⑥  将来の進路や取得を目指す資格への関連性の認識を容易とする

ための科目グループ（モジュール）を明示し、円滑な学修計画の

策定を促す教育を行います。  

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  学位授与の方針に掲げ

る能力を育成するために、各科目の目的・目標に応じた方法による

教育活動を行います。  

３．厳格な成績評価の実現  各科目において教育・学修目標と評価基準

を明確に示し、厳格な成績評価を行います。  

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

求める人材像 

(1) 農学関連分野に強い関心を持ち、将来これらの分野で活躍を目指す意欲のあ 

る人 

(2) 自然科学の幅広い知識と英語の基礎的な学力を備え、知識・技能を活用して 

課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力の修得に意欲のある人 

(3) フィールドや生産現場での技術・研究に強い関心を持ち、農林業及び食品生 

命科学に関する実務・実技能力の向上を目指す人 

(4) 多様で持続的な社会の構築に参画し、地域社会、国際社会に貢献することを 

目指す人 

 

 

 

学部等名 水産学部水産学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf ） 

（概要） 

広く知識を授けるとともに深く水産学の学術を教授研究し、知的、  

道徳的及び応用的能力を展開させ、もって学術文化の向上に寄与する  

有為な人材を育成することを目的とする。  

  鹿児島から東南アジア・南太平洋を含む水圏をフィールドとして、  

 水産資源の持続的生産とその合理的利用及び水圏環境の保全・管理の  

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf
https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kyouikukenkyuujounomokuteki_gakubu.pdf


  

分野の専門知識を修得し豊かな世界観と倫理観を備え、グローバル化  

する産業社会に参画し、地域社会と国際社会に貢献できる進取の精神  

を持った人材を育成し、社会に送り出すことを目指すものとする。  

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/policy/ ） 

（概要） 

鹿児島大学水産学部は、全学の学位授与の方針及び水産学部の教育目  

標に鑑み、以下の能力を身につけ、所定の単位を修得した者に学士の  

学位を授与します。  

 

１．地域・国際両面で資源・環境・食品分野に強い水産技術者に必要  

な，教養と基本的な知識を体系的に運用できる能力。  

２．水産学の各専門分野における、実践的で高いレベルの知識・技術  

を運用できる能力。  

３．水産技術者として十分な基礎学力をもち生涯学び続けることがで  

きる能力。  

４．水産技術者として必要な英語を運用できる能力。  

５．水産技術者として実務に必要な情報処理ができる能力。  

６．水産技術者として実務に必要なレベルの報告書作成・プレゼンテ  

ーション、および問題解決型の業務ができる能力。  

７．水産技術者として倫理観に基づいた必要なレベルの現場対応がで  

きる能力。  

８．水産技術者として適切な倫理観、判断力及び職業観に基づく協働  

（チームワーク）ができる能力。  

９．水産技術者としての意識と思考力を活用し，地域や国際社会の課  

題に果敢に取り組むことができる能力。  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/policy/ ） 

（概要） 

鹿児島大学水産学部は、学位授与の方針に掲げる能力を備えた人材  

を育成するために、以下の通り教育課程を編成・実施します。  

１．初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

（教育課程の編成に関する方針）  

 

➀地域・国際両面で、資源・環境・食品分野に強い水産技術者の養  

成のために必要な、基盤的な知識を修得させる科目群を配置します。 

➁水産業の専門分野に必要な実践的で体系的な知識や技術を高いレ  

ベルで修得させるために、以下の分野等別の専門科目群を配置しま  

す。  

・水圏科学分野  

・水産資源科学分野  

・水産食品科学分野  

・水産経済学分野  

・水圏環境保全学分野  

③専門的な科目群の内容を理解するとともに、生涯学べるように、  

基礎的な教育科目群を配置します。  

④英語コミュニケーションスキルを向上させる科目群を配置しま  



  

す。  

➄水産技術者として実務に必要な、情報処理能力を向上させる科目  

群を配置します。  

⑥水産技術者として実務に必要な、報告書作成能力やプレゼンテー  

ション能力、問題解決型の仕事をする能力を向上させる科目群を配  

置します。  

⑦水産技術者として円滑に社会貢献ができるように、フィールド・  

産業現場での業務能力、水産業従事者とのコミュニケーション能力  

の涵養を図る科目群を配置します。  

⑧水産技術者として円滑に社会貢献ができるように、チームワーク  

能力、水産技術者としての倫理観と判断力及び職業観の涵養を図る  

科目群を配置します。  

⑨水産業での国際社会や地域社会への貢献に対する意識や思考力を  

向上させる科目群を配置します。  

⑩水産業の専門分野で円滑に社会貢献ができるように、以下の領域  

で、職能強化のための科目群を配置します。  

・水産教員  

・船舶職員  

・グローバル人材  

・その他資格取得  

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

（教育課程における教育・学習方法に関する方針）  

  学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・ 

 目標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現（学習成果の評価に関する方針） 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を 

   行います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/policy/ ） 

（概要） 

求める人材像  

(1) 海洋環境や水圏の生物に興味を持ち，水産業の基盤である海  

洋環境や水圏に生息する生物の特性と両者の相互作用について  

の基礎科学を学び，学校教育や環境教育の現場あるいは海洋環  

境と生物に関する調査・保全に関わる機関で働きたい人  

(2) 水産資源の生産管理や増養殖に興味を持ち，水産資源とその  

採捕・管理及び増養殖に関する理論と技術について学び，漁業  

技術産業，増養殖産業あるいは水産資源の開発・管理や増養殖  

に係る公的機関で働きたい人  

(3) 水産食品や水産資源の先進利用に興味を持ち，水産資源の食  

品としての利用と機能性化成品などへの先進的な利用について  

学び，食品・化学品製造業及び製薬業ならびにそれらの関連分  

野で働きたい人  

(4) 水産政策や水産物流通に興味を持ち，水産政策と水産物流通・ 

経済に関連する知識と技術について学び，水産流通業や食品産  

業，水産系公務員，水産系金融，水産系公的機関などで働きたい  

人  



  

(5) 水圏環境の保全に興味を持ち，赤潮，有機汚染，有害化学物  

質汚染（人為的ネガティブインパクト），水圏環境の保全と修  

復について学び，環境アセスメントや関連分野及び公的機関で  

働きたい人  

(6) 水産教員，海技士またはグローバル人材として働くために必  

要な職業能力を強化し、地域社会に貢献したい人  

 

 

学部等名 共同獣医学部共同獣医学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyoikujyounomokutekigakubu.pdf ） 

（概要） 

国際水準の獣医学教育を体系的に創出・実践するとともに、学際協力

により深い知識と高度な技術を備えた専門性の高い獣医師及び創造性豊

かな研究者を養成し、幅広い見識と倫理観を持って人間社会の質的向上

に貢献できる能力を培い、問題解決能力と自己資質を向上させる能力を

涵養することで、地域に根ざすとともに社会ニーズに対応した、人間地

球社会を俯瞰できる人材を輩出します。  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

以下の能力を身につけ、所定の単位を修得した者に学士の学位を授与  

します。  

 

１ .  豊かな人間性と正しい倫理観を持ち、行動規範に従い職務を遂行で

きる能力  

２ .  獣医学・畜産学を基礎とした動物生命科学研究を実践するための探

究心を持ち、社会の中で協力し、問題解決できる能力  

３ .  人や動物の感染症に関する基礎知識を持ち、その制圧に寄与できる

能力  

４ .  高度な動物医療に関する基礎知識を持ち、適切に実践できる能力  

５ .  畜産資源に関する基礎知識を持ち、その安定供給と安全性確保に資

する能力  

６．国際社会と地域社会に貢献できる能力  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

学生がディプロマ・ポリシーを満たすために、教育課程・教育内容、

教育方法及び学習成果の評価についての方針を以下のように定めま

す。  

１．  初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成  

共同獣医学科の教育課程は共通教育科目（一般教養教育科目、体育・

健康科目、初期教育科目、外国語科目）、共同獣医学部の専門科目（斉

一教育科目、専修教育科目、自由科目）で構成されます。  

➀豊かな人間性及び生命倫理と動物福祉に関する知識を身につける



  

ために、一般教養教育科目、初期教育科目を配置します。さらに、

斉一教育科目 (必修科目 )に基礎教育科目、導入科目を配置します。 

➁動物の構造と生理機能についての基礎知識、生体に作用する化学

物質とその作用機構についての基礎知識、及びと動物生命科学の

研究を行うための技術を身につけるために、斉一教育科目に基礎

獣医系科目を配置します。  

③病気による動物体の変化、病原体の構造と病原性、感染症の予防  

と制圧に関する知識と技術を身につけるために、斉一教育科目に  

それらに応じた応用獣医系科目を配置します。  

④伴侶動物の病気とその予防・診断・治療の知識と技術を身につけ  

るために、斉一教育科目にそれらに応じた臨床獣医系科目を配置

します。  

➄畜産資源である産業動物の病気とその予防・診断・治療、生産性

向上と食の安全についての知識と技術を身につけるために、斉一

教育科目にそれらに応じた応用獣医系科目と臨床獣医系科目を配

置します。  

⑥獣医学の高度な知識と国際社会及び地域社会に貢献できる能力を

身につけるために、一般教養教育科目、外国語科目、及びアドバ

ンス教育としての専修教育科目 (専攻演習及び卒業論文）、自由科

目を配置します。  

 

２．目的・目標に応じた方法による教育の実施  

  学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・ 

 目標に応じた方法による教育活動を行います。  

 

３．厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を 

   行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/R08-ip.pdf 

（概要） 

求める人材像  

発展・進化する獣医科学及び畜産科学に取り組む知識欲と探求心，

これを実践・活用する論理性と創造力，及びチーム活動と共生社会形成

のためのコミュニケーション能力の素養を備えた，次のような学生を

求めています。  

(1) 獣医師の幅広い職責について理解し，獣医学を志す明確な  

目的意識を有する人  

   (2)  動物を慈しみ、動物生命科学研究によって畜産資源の安定供給と安全性

確保に貢献する目的意識のある人 

(3) 自然科学，人文・社会科学及び語学に関する基礎教科を満遍

なく  

学習し，獣医学・畜産学の知識や技術を充分に理解，修得す

るための基礎学力を身につけている人  

(4) 人と動物の健全な共生社会実現のために積極的に取り組む意

思を有し，社会的にコミュニケーションがとれる人  

 

 



  

学部等名 共同獣医学部畜産学科 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kagoshima-

u.ac.jp/about/kyoikujyounomokutekigakubu.pdf ） 

（概要） 

国際水準の獣医学教育を体系的に創出・実践するとともに、学際協力

により深い知識と高度な技術を備えた専門性の高い獣医師及び創造性豊

かな研究者を養成し、幅広い見識と倫理観を持って人間社会の質的向上

に貢献できる能力を培い、問題解決能力と自己資質を向上させる能力を

涵養することで、地域に根ざすとともに社会ニーズに対応した、人間地

球社会を俯瞰できる人材を輩出します。  

  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/department/livestock/ ） 

（概要） 

以下の能力を身につけ、所定の単位を修得した者に学士の学位を授与  

します。  

１ .  豊かな人間性と正しい倫理観を持ち、行動規範に従い職務を遂行できる能力 

２. 生命倫理と動物福祉に基づいた動物生命科学研究を行う知識と論理的考究の能力 

３. 人と動物の健康と環境の健全性に配慮した動物生産・食料生産を管理・指導する

能力 

４. 持続可能な畜産経営のための革新的テクノロジーの社会実装化に取組む能力 

５. 高付加価値な畜産食品の開発と国際流通に係る畜産物と加工品の評価分析を実践

できる能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/department/livestock/ ） 

（概要） 

教育目標に掲げる人材を育成するために、教育資源を有効活用し、幅広い、専門性の

高い畜産学教育を提供し、次のような知識、技術及び能力を身に付けさせます。 

１. 初年次から卒業まで一貫した畜産学と獣医学のハイブリッド教育課程を編成 

①導入教育及び基礎教育科目を配置し、動物への正しい生命倫理、基礎的な生命

科学の知識及び実践的な英語力を培います。 

②畜産学の専門科目に加えて、基礎獣医学及び病態予防獣医学の専門科目を必修

科目として配置し、畜産学と獣医学に関する基礎的な知識と技術を修得します。 

③進路教育を強化すると共に、畜産生産系技術者、畜産化学系技術者及び獣医療

系技術者の養成につながる選択科目を配置します。また、農学科目の選択履修も

可能とします。 

 

２. 目的・目標に応じた方法による教育の実施 

学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・目標に応じ

た方法による教育活動を行います。 

 

３. 厳格な成績評価の実現 

各科目において教育・学習目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を

行います。 また、獣医学や畜産学に取り組む知識欲と探求心、これを実践し

活用する論理性と創造力及びチーム活動と共生社会形成のためのコミュニケ



  

ーション能力の素養を備えた入学者の受入れ方針（アドミッション・ポリシ

ー）を定めます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/R08-ip.pdf 

（概要） 

求める人材像 

畜産科学に取り組む知識欲と探求心及びチーム活動と共生社会形成のためのコミュ

ニケーション能力の素養を備えた、次のような学生を求めています。 

 (1)   動物を慈しみ、動物生命科学研究、動物生産、食料生産及び環境保全に強

い関心を持って、将来、畜産分野で活躍をめざす明確な目的意識のある人 

(2)  自然科学に幅広い知識と外国語の基礎学力を備え、専門知識・技能を活用

して課題解決に取り組むための思考力・判断力・表現力の修得に意欲のある人 

(3)  人と動物の健全な共生社会実現に積極的に取り組む意思を有し、社会的コ

ミュニケーションがとれる人 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/houjin-soshiki-jouhou.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 8 人 － 8 人 

法文学部 － 32 人 22 人 1 人 17 人 2 人 74 人 

教育学部 － 18 人 27 人 6 人 9 人 0 人 60 人 

医学部（保健学科） － 18 人 7 人 2 人 17 人 1 人 45 人 

農学部 － 22 人 24 人 0 人 12 人 0 人 58 人 

水産学部 － 15 人 14 人 0 人 15 人 0 人 44 人 

共同獣医学部 － 23 人 14 人 1 人 20 人 0 人 58 人 

理工学研究科（理学系） － 21 人 24 人 2 人 14 人 0 人 61 人 

理工学研究科（工学系） － 42 人 41 人 3 人 21 人 0 人 107 人 

医歯学総合研究科 － 58 人 30 人 28 人 125 人 0 人 241 人 

大学院（その他） － 10 人 10 人 2 人 5 人 0 人 27 人 

附属病院 － 3 人 13 人 42 人 136 人 0 人 194 人 

その他 － 40 人 36 人 7 人 17 人 0 人 100 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 453 人 453 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：研究者総覧 

https://ris.kuas.kagoshima-u.ac.jp/search?m=home&l=ja 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

法文学部 410 人 415 人 101.2％ 1680 人 1791 人 106.6％ 20 人 18 人 

教育学部 190 人 199 人 104.7％ 770 人 846 人 109.9％ 5 人 3 人 

理学部 185 人 194 人 104.9％ 740 人 802 人 108.4％ 若干人 0 人 

医学部 230 人 230 人 100.0％ 1190 人 1209 人 101.6％ 10 人 9 人 

歯学部 53 人 53 人 100.0％ 318 人 329 人 103.5％ 人 人 

工学部 440 人 445 人 101.1％ 1800 人 1936 人 107.6％ 20 人 23 人 

農学部 175 人 189 人 108.0％ 740 人 809 人 109.3％ 5 人 1 人 

水産学部 140 人 144 人 102.9％ 560 人 604 人 107.9％ 人 人 

共同獣医学部 60 人 64 人 106.7％ 270 人 282 人 104.4％ 人 人 

合計 1883 人 1933 人 102.7％ 8068 人 8608 人 106.7％ 60 人 54 人 



  

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

法文学部 
420 人 

（100％） 

24 人 

（5.7％） 

364 人 

（86.7％） 

32 人 

（7.6％） 

教育学部 
188 人 

（100％） 

13 人 

（6.9％） 

168 人 

（89.4％） 

7 人 

（3.7％） 

理学部 
180 人 

（100％） 

88 人 

（48.9％） 

85 人 

（47.2％） 

7 人 

（3.9％） 

医学部 
237 人 

（100％） 

10 人 

（4.2％） 

218 人 

（92.0％） 

9 人 

（3.8％） 

歯学部 
41 人 

（100％） 

1 人 

（2.4％） 

36 人 

（87.8％） 

4 人 

（9.8％） 

工学部 
434 人 

（100％） 

275 人 

（63.4％） 

151 人 

（34.8％） 

8 人 

（1.8％） 

農学部 
203 人 

（100％） 

59 人 

（29.1％） 

131 人 

（64.5％） 

13 人 

（6.4％） 

水産学部 
143 人 

（100％） 

61 人 

（42.7％） 

74 人 

（51.7％） 

8 人 

（5.6％） 

共同獣医学部 
29 人 

（100％） 

1 人 

（3.4％） 

23 人 

（79.3％） 

5 人 

（17.2％） 

合計 
1875 人 

（100％） 

532 人 

（28.4％） 

1250 人 

（66.7％） 

93 人 

（5.0％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画は、下記の  

鹿児島大学のホームページで公表。  

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/activity.html 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関することは、下記 

の鹿児島大学のホームページで公表。 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/activity.html 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要と

なる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

法文学部 
法経社会学科 １２４単位 有・無 単位 

人文学科 １２４単位 有・無 単位 

教育学部 
学校教育教員養成課

程 
１２４単位 有・無 単位 

理学部 
理学科 １２４単位 有・無 単位 

数理情報科学科* １２４単位 有・無 単位 

医学部 

医学科 ２４０単位 有・無 単位 

保健学科（看護） 看護師課程１２６単位 有・無 単位 

保健学科（看護） 保健師課程*１４７単位 有・無 単位 

保健学科（理学） １２４単位 有・無 単位 

保健学科（作業） １２４単位 有・無 単位 

歯学部 歯学科 ２３５.５単位 有・無 単位 

工学部 

先進工学科 １２４単位 有・無 単位 

建築学科 

2025 年度入まで 

１２８単位 
有・無 単位 

2026 年度入から 

１２４単位 

農学部 

農学科 １２４単位 有・無 単位 

農業生産科学科* １２４単位 有・無 単位 

食料生命科学科* １２４単位 有・無 単位 

農林環境科学科* １２４単位 有・無 単位 

水産学部 水産学科 １２４単位 有・無 単位 

共同獣医学部 

共同獣医学科 １９５単位 有・無 単位 

畜産学科 １２４単位 有・無 単位 

獣医学科* １９５単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/activity.html 

 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

法文学部 
法経社会学科 

535,800円 282,000円 0 円  

人文学科 

教育学部 学校教育教員養成課程 

理学部 
理学科 

数理情報科学科* 

医学部 
医学科 

保健学科 

歯学部 歯学科 

工学部 

先進工学科 

建築学科 

電気電子工学科* 

建築学科* 

農学部 

農学科 

農業生産科学科* 

食料生命科学科* 

農林環境科学科* 

水産学部 水産学科 

共同獣医学部 

共同獣医学科 

畜産学科 

獣医学科* 

*旧課程 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

１． 障害学生支援センターにおいて障害を有する学生に対して入試事前相談、 

入学後の配慮、移動介助、ノートテイク等の支援等を行っている。 

２． 障害学生支援センターにおいて学生アルバイトを雇用し、障害等の理由 

  により修学上のつまずきを抱える学生に対して、講義内容のフォローアッ 

プや提出物のスケジュール管理等の修学支援を行っている。 

３． 学生の自主学習を支援するため、学習交流プラザ及び稲盛記念館等の施設を設 

  置している。 

４． 学生のあらゆる悩みや迷いに対する相談窓口として、学生何でも相談室を設置

し、相談内容に応じて関係部署と連携しながら対応している。 

５． 日本学生支援機構給付奨学金の採用候補者である入学者は、入学手続時に、

「授業料等減免の対象者の認定に関する申請書」を奨学生採用候補者決定通知の

コピーと併せて提出することにより、８月まで入学料及び前期授業料の徴収を猶

予している。また入学後に給付奨学金を申請する予定の者についても、入学手続

時に、入学料徴収猶予を申請することにより入学料及び前期授業料の徴収を猶予

している（後者の学生については、入学後に給付奨学金の申請手続を行った後、

速やかに授業料等減免の対象者の認定に関する申請書を提出するよう呼びかけて

いる）。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 



  

（概要） 

１． キャリア形成支援センターを所掌するキャリア形成支援室に民間企業出身者を含む

職員と就職相談員を配置し、求人その他の就職情報の提供、各種キャリア・就職支援

イベントの企画・実施、就職・進路相談や、就職関係冊子の発行、既卒者への就職支

援等を行っている。また、令和８年４月に特任教授１名をセンターに配置し、専任教

員と共に、地域人材育成のための 3 つの学部横断型教育プログラムの一つである「か

ごしまキャリア教育プログラム」を担当し、低学年からのキャリア教育を行っている

ほか、就職・キャリア支援事業やインターンシップ関連業務に取り組んでいる。 

２． ハローワークより専門の支援員を派遣いただき、学年を問わず、コミュニケーショ

ンに課題を抱える学生や就職活動に苦手意識を持つ学生、外国人留学生を対象とした

個別相談を実施している。 

３． WEB での会社説明会や面接、内定式あるいは企業の方との面談など、WEB 就職活動

の一助として、学生専用の個室ブースを設置している。また、東京に、就職活動やイ

ンターンシップ、ボランティア活動等で利用できる宿泊施設も設置している。 

４． キャリア形成支援センターにおいて、学内のインターンシップ窓口を一本化し、 

インターンシップの企画・実施、インターンシップ情報の提供や相談対応等を行っ 

ている。また、県内の企業・団体と連携し、全学部・全学年の学生を対象とした 

課題解決型キャリア実習（職業体験）も実施している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 保健管理センターで全学生を対象とした定期健康診断をはじめ、傷病等による 

日常の一般診療、心理担当の専任医師、心理カウンセラー及びキャンパスソーシ 

ャルワーカーによる健康・心理相談等を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/activity.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 


